







『文學論叢』第 157 輯（全 64 頁、論説 2編、研究ノート 1編を所収）を 2020 年 2 月 20 日
に発行し、国内 360 ケ所、海外 20 ケ所の各大学、研究機関および図書館に寄贈のうえ、愛





















　　　‐テーマ： Contextualizing English as a Lingua Franca（ELF）: Assumptions, 
Aspirations, and Affirmations（共通語としての英語（English as a 
Lingua Franca）の文脈化‐仮定、願望、肯定‐）
　　　‐開催日：2019 年 10 月 19 日

























‐ ことばの詩、生活の詩、社会の詩－日常の中のポエティックス－（2019 年 6 月 1 日、
豊橋校舎 研究館 1階 第 1-2 会議室、片岡邦好）
上記シンポジウムの報告書として、片岡邦好編『ことばの詩、生活の詩、社会の詩－日常
の中のポエティクス－』（2020 年 2 月 20 日、全 85 頁、各報告に基づく論考 5編を所収）を
印刷・発行した（2020 年 3 月より愛知大学リポジトリにて公開）。
また、2018 年度に開催されたワークショップの報告書として以下を印刷・発行した。
・ 小野賢一編『ヨーロッパ前近代の複合国家』（2020 年 2 月 20 日、全 46 頁、各報告に基
づく論考 4編を所収） ※ 2021 年 3 月より愛知大学リポジトリにて公開予定
